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はじめに
　人類の月着陸にも匹敵する大偉業とクリントン
米大統領がヒトゲノムの解読を宣言したのは今年
の６月２６日である。これを受けて製薬会社は薬剤
感受性の個人差に関連するゲノム単一塩基変異
SNP などの解析にのり出した。また、文部省はゲ
ノムを中心とした特定領域Cを新たに設定して国
が重点的に推進する方針を打ち出した。まさに官
民こぞっての生命科学研究の重点化であるが、こ
の結果、研究者間の競争も一段と激しくなってい
る。ある身近な研究者がヒト遺伝病の遺伝子ク
ローニングを発表したところ世界３ヶ所のラボで
同じ内容が同時に公表され、もし１ヶ月遅れてい
たらそれ迄の５年間の努力が無に帰するところで
あった例がある。BRCAI という乳がん遺伝子のク
ローニング競争には世界で５０ヶ所以上のラボが
参入したといわれている。研究分野によっては１
月といわず週単位で、ライバル研究者の論文が
ジャーナルに掲載されていないかどうかを確認し
ては安堵する研究者受難の時代であろう。研究者
だけでなく大学法人化や大学院重点化（差別化）の
方針は広島大学が研究大学として競争に生き残る

ために従来に増して機能的な教育・研究支援体制
が必要な時代に突入した。本稿ではそのような支
援機関としての医学分館とその主体である生命科
学系ジャーナルについての私見を述べる。

インパクトファクターからみた生命科学系ジャーナル　
　インパクトファクター（IF）とは、例えば１９９８
年のあるジャーナルの IF は、１９９６年と１９９７年の過
去２年間に発表されたそのジャーナルの論文数を
分母として、それらが１９９８年の他のすべての
ジャーナルに引用された総件数（分子）を割った
値である。発表された論文がその後に他の論文で
引用されることは、研究の進展に貢献したものと
して貢献のインパクトを数値化したものである。
客観的評価として広く普及しているが問題がない
わけではない。例えばClin Res は学会抄録と原著
論文を掲載しているジャーナルである。引用回数
（分子）には抄録が含まれていたが原著論文（分
母）としては数えられていなかったために IF=６６
と間違った高値が公表された事があった。また研
究者は自著論文の文献として引用論文数を抑えて
レヴュー誌を代表させる傾向があるために、一般
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的にレヴュー誌は非常に高い IF を示す。
　原著論文のScience や Nature（いずれも総合科学
誌であるが内容は生命科学系論文が圧倒的であ
る）の１９８０からの IF を図（左）に示した。両ジャー
ナルとも現在は IF の非常に高いので有名である
が、８０年代当時の IF= ５は J Cell Biol．などの著
名な専門誌と同程度あるいはそれ以下であった事
がわかる。しかし、その後両ジャーナルの IF 値は
急激に増加している。IF 値という誰にもわかりや
すい一般的指標でジャーナルが評価されるように
なれば、研究者が論文投稿する際に出来るだけ高
い IF 値のジャーナルを選択するようになる。また
IF 値は読者が定期購読を決める因子として、学会
誌であればその研究影響力に、商業誌であれば売
行きに直接ひびく事から編集者は高い IF 値を維
持するために必死である。
　図（左）でNature や Science のようなニュース性
に富む総合科学雑誌の IF 値に比較して専門誌が
不利かといえば、必ずしもそうではない。私の関
係する人類遺伝学分野で比較すると、Nature 
Genet．は１９９２年に創刊された後に急激に IF 値が
上昇して、現在では生命科学系のトップジャーナ
ルである。ゲノム全盛時代にあって、同時期に創
刊されたHum Mol Genet．や歴史の長いAm J Hum 
Genet．も着実に IF 値を伸ばしている（図右）。し
かし、同分野にあってCytogenet Cell Genet．や
Hum Genet．、Am J Med Genet．の IF 値は増加し
ていない。特にCytogenet Cell Genet．は８５年の
IF=５．８から９８年には１．８迄低下しており深刻であ
る。IF が高値のジャーナルはますます繁栄し、低
値のジャーナルは凋落する傾向が歴然とする。こ
の両グループの違いは編集局の論文採択の基本方
針もあろうが、ここでは投稿論文手続きの迅速性
に注目したい。Am J Med Genet．は伝統的な手紙
による投稿やレヴュー手続きを踏襲している。こ
れに対して、Nature Genet や Hum Mol Genet．は
創刊時からインターネットやファックスによる予

備投稿段階での採択の可否やレヴュー手続きを
行っている。最近、Am J Hum Genet．も論文レヴユー
なしに編集局で拒否出来る裁量権やファックスに
よるレヴュー手続きを開始した。投稿者の研究競争と
ジャーナルの IF値による評価、そして最近の IT（情報
技術）の進歩が論文審査をますます早めている。

医学分館の課題
　ジャーナル側は論文審査の迅速性を重要視して
いるが論文投稿者を支援する図書館側のシステム
はどうであろうか。時差の関係でインターネット
やファックスの返事は夜になることが多い。関連
ジャーナルを調べようと思っても図書館は既に閉
まっており、また相互貸借による手続きには明朝
迄待たなければならないのが実状である。開館時
間延長や著作権の問題を解決して複写文献のイン
ターネットによる伝送（既にソフトは開発されて
いるらしい）を真剣に考慮すべき時期である。今
後の大学院のあり方としての社会人入学や昼夜開
講に対応するためにも開館時間延長は是非整備す
べき事項である。一方、最近のオンラインジャー
ナルや医学・生命科学の市販ビデオ教材の普及や、
霞メディア情報ネットワークにみるVODによる
学習教育支援計画のためにも図書館の IT 対応は
急務となっている。しかし、ジャーナル類が廊下
や分館長室にまで溢れている医学分館の現状では
これらの課題の解決以前に狭隘面積の問題を何と
かしなければならない。１９９２年に保健学科新設と
続く大学院整備で文部省規準の面積よりも大幅に
不足している医学分館では国家試験（医師、歯科
医、薬剤師、看護婦など）対策時期には閲覧席は
溢れ、その不足は合格率にも影響するのではない
かと心配してしまう。医学分館の増改築の必要性
をこの場を借りて是非御理解頂きたい。
　生命科学の活発な研究は新しい研究分野の台頭
も促している。この数年間でCell から３誌、Nature
から７誌の重要な姉妹ジャーナルが刊行された
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が、限られた分館経費でこれらの新刊ジャーナル
を購入しようとすれば既存ジャーナルの購読を中
止せざるを得ない。購読の継続性は確かに重要で
あるが、IF 値などを指標として長期的視野での
ジャーナルの興隆衰退を研究者に知らしめ納得し
て貰う作業も必要ではないだろうか。一方、医学
分館から約１ km離れた放射線影響研究所の図書
室には豊富な生命科学系ジャーナルが揃ってお
り、私自身もコピーを取りにたびたび伺った経験
がある。これら地域図書館とのインターネットに
よる提携はお互いの経費節約と利用図書数の大幅
な増加を可能にする。また、最近定着してきた大
学市民公開講座では多くの市民が熱心に聴講して
感銘を受けるが、残念ながら講座終了後にさらに
勉強する手段がない。受講者には大学図書館を開
放するなど、大学の閉鎖性が問われているこの時
期に地域市民及び図書館との連携を模索すべきで
はないだろうか。

おわりに
　主としてジャーナルの迅速性の立場から述べた

が、真に独創的な研究は競争だけに依るものでは
ない。そして大学図書館の機能として学習の場の
提供が重要なのももちろんである。New York 
Public Libraryはニューヨーク市に８５の分館を配置
し、狭く騒々しいアパートに住む市民に学習の場
を提供している。その堂々たる本館建物はニュー
ヨーク観光コースにもなっているので見学された
方も多いと思われる。１年間の入館者が１，６００万人
といわれるが、最近はこれに加えてインターネッ
トによる訪館者が数百万人と推定されている。電
子図書館機能や、職安と提携したオンライン職業
案内、成人病や感染症など各種病気の説明や医師
の探し方と治療費などオンライン医療情報などの
ウェブサイトの充実が目立つ。後者は将来医学分
館が市民サービスを開始するときに参考にすべき
内容である。広島大学にあっても伝統的な図書館
機能と調和のとれた IT 対応の最新機能が、医学分
館を研究大学にふさわしい支援機関としてさらに
発展させると期待する。
（原稿作成に協力頂いた田中千佳（医学分館）、森
島賢一（大学院生）両氏に感謝します。） 

附属図書館東千田分室の新築オープン

 　附属図書館東千田分室が平成１２年７月１日、広島大学東千田総合校舎内に新築オープンしました。

経緯

　東千田分室は平成７年度からの夜間主コース開設に伴い、同コースを対象とした図書館利用サービス
を行うため、平成７年４月東千田キャンパス旧教育学部の１階に仮設され、翌平成８年４月に旧大学会
館１階に移設、以来仮設の状態でサービスを行ってきました。その間スペースの制約等から座席数４０席、
収容図書資料１万６千冊の設置が限度で狭隘な環境の中での利用となり、利用者にとっては大変不便な
状況が続いていました。そうした中、新東千田分室を含めた広島大学東千田総合校舎の新築が決定し平
成１１年６月２９日に着工、平成１２年５月３１日には建物が竣工しました。竣工後、約１ヶ月間の移転準備作
業の後、６月２６日～３０日に移転を行い、７月１日に待望の新東千田分室がオープンしました。
 　　　　
施設の概要

　新東千田分室は総合校舎１階で玄関を入って右手の法学部・経済学部事務分室に隣接した場所にあり、
南に面し利便性とともに学習環境が大きく改善され、利用者にとって学習し易い環境となっています。

�

玄関ホール玄　関
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　座席数が９２席、収容可能冊数が約４万５千冊、事務室を除いたスペースが４６４㎡ で、旧東千田分室の
２倍強の規模となっており、開架閲覧室、新聞コーナー、新着雑誌コーナー、ＯＰＡＣ検索コーナー、
グループ閲覧室から構成されています。
　分室の玄関を入ると他の図書館と同様に入館装置が設置されており、学生証を装置に読みとらせゲー
トをオープンして入館する方式を採用しています。
　分室のレイアウトは次の平面図のようになっています。
�

　次に各コーナー等の概要を簡単に紹介します。
（１）開架閲覧室
　　　閲覧席は７８席。書架は固定書架のほかに収容冊数を高めるため集密書架を併設しています。
　　収容冊数は一般図書換算で
　　　　　　固定書架：約１，５０００冊
　　　　　　集密書架：約３０，０００冊
　　となっています。現在、備え付け図書は１６，０００冊ですが、年度内には中央館所蔵の法学部・経済学

部返却図書の重複図書の中から２，３千冊程度の図書を選別し、東千田分室の資料整備に充てる計画
です。ご期待ください。

�

 

閲覧室風景
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（２）新聞・新着雑誌コーナー
　　　新聞コーナーはソファー６席を設置し、以下の６紙の新聞が備え付けられています。
　　　　・朝日新聞　　　・毎日新聞　　　・中国新聞　　　・中国新聞（夕刊）
　　　　・ 日本経済新聞　・Japan Times
　　　新着雑誌コーナーは和雑誌６２誌が備え付けられています。年度内にはさらに十数誌の和雑誌が新

たに整備される計画です。

�

（４）ＯＰＡＣ検索コーナー
　　　インターネットによる検索端末２台が設置されています。学内の図書雑誌所蔵情報の検索、全国

の大学図書館の所蔵検索（NACSIS Webcat）等ができます。

�

（５）グループ閲覧室
　　　旧東千田分室にはなかった新設のスペースでグループによる研究または学習等のためのスペース

です。座席は１４席設置されています。

　以上、新しい東千田分室の概要について紹介しました。東千田キャンパスにおいて長い間の念願であっ
た新しい図書分室のオープンにより、ハード面における学習環境は大幅に改善されたと思っております
が、今後は中途でもふれたような資料の整備充実化、複写機の増設による利便性の向上、学内の各図書
館や他大学図書館との相互利用サービスの活用による情報取得機能の充実化などソフト面での充実化を
進め、利用者のみなさんの学習支援という図書館の役割を果たしていく必要があります。今年度より大
学院社会科学研究科マネジメント専攻も開設され東千田分室への期待はますます高まっており、ソフト
面の充実化は早急に果たしていかなければならない課題と考えています。 

�

新聞・新着雑誌コーナー付近

ＯＰＡＣ検索コーナー



医学分館図書館専門員　吉田　二美恵

  昭和６３年度から開始した「広島大学斯波文庫漢籍目録」の編纂刊行事業が、本年３月終了したので、
ここに概要を紹介する。
　「斯波文庫」は、元広島大学文学部教授故斯波六郎博士旧蔵の中国六朝文学を中心とする１，３８７点、９，７２０
冊からなる今日では入手し難い貴重な漢籍資料のコレクションである。その蒐書の幅広さと質量ともに
優れた蔵書であることから、学内外の研究者から目録刊行を求める要望が強くだされていたコレクショ
ンである。附属図書館では、中国古来の伝統的な目録法である四部分類法による目録の編纂・刊行を計
画した。
　先ず、漢籍資料の整理及びその取り扱いに関する技術を習得するため、東京大学東洋文化研究所東洋
学文献センターの指導のもと職員を養成すると共に、研究者の学問的な利用に堪えうる漢籍目録の作成
を目指し当作業を進めてきた。以来十数年、統合移転による作業の休止、漢籍目録固有の難問等紆余曲
折を経て、平成１２年３月編纂刊行事業を終了、目録の出版と同時に当館のホームページ上で画像データ
（ＰＤＦファイル）として公開することとなった。

�

 
 
 
 
 

斯波六郎教授略歴

　斯波六郎教授は、大正１５年京都帝国大学文学部支那語学・支那文学科をご卒業、その後大学院に進ま
れ、昭和４年４月広島文理科大学の創設とともにご着任になった。以来、昭和３２年３月定年により退官
されるまで、２８年間もの長きにわたって、広島文理科大学・広島高等師範学校・新制広島大学において、
漢文学・中国文学の講座を担当され、多くの後進を育成された。
　斯波教授のご専門は中国六朝文学、とりわけ梁の昭明太子の編にかかる『文選』の研究である。斯波
教授を先達として形成された本学における六朝文学研究の伝統は、広島「文選学」として広く知られる
ところである。斯波教授の多々あるご業績の中で、今後将来にいたるまで後進を裨益して止まないもの
が、京都大学人文科学研究所から刊行された『文選索引』全４冊である。世界に先駆けて編纂された
『文選』全文の一字索引である本書は、中国文学研究の一大金字塔であるといっても過言ではない。斯
波教授は昭和１７年「文選李善注所引尚書攷証」により、文学博士の学位を授与されている。
 

　　　　張守校正本六家文選
（明の項元�ほかの藏書印がある）
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広島大学「斯波文庫漢籍目録」編纂刊行・
画像データベース公開について



「斯波文庫」について

　本文庫の特徴について述べるならば、まず第一に、いうまでもなく中国六朝文学、なかでも『文選』
及び梁の劉�の文芸理論書『文心雕龍』のあまたのテキストである。斯波教授はその『文選索引』の巻
頭に論文「文選諸本の研究」を付しておられるが、そのうちで「家蔵」と記された版本をここに見るこ
とができる。なかには教授ご自身が書き入れをなされたものもあり、その研鑽の様を偲ぶことができる。
　第二としては、その蒐書の幅広さがあげられる。斯波教授の専門は六朝の文学であるが、その蔵書は
決してその範囲のみにとどまるものではなく、中国の伝統的な図書分類法である経史子集及び叢書の各
部にわたり、まんべんなく書物が集められている。個人でこれだけの質量ともに優れた蔵書を蒐集され
たことは、教授の書物に対する並々ならぬ愛着とともに、学問に対する厳しい使命感をうかがうことが
できる。
　その第三として、ご蔵書の中には、わが国江戸時代の学者による中国語助辞の研究書が実に多く集め
られている点である。中国古典の文字について研究書を丹念に蒐集されておられることは、一字をもゆ
るがせにしない厳格な読み方を指導された教授の姿勢を反映するものといえる。
　斯波教授の経歴・著述等については、本書「斯波六郎博士略歴」、「斯波六郎先生－その人と学問」を参
照願いたい。

目録の出版と画像データベース公開

　目録の入力データをＰＤＦファイルによる画像データとして、図書館ホームページに公開している。
　利用方法など詳細は以下のＵＲＬに直接アクセスしてみていただきたい。
　ＵＲＬ   http://www.lib.hiroshima-u.ac.jp/siba/

�

Ｗｅｂ上での目録の検索方法

　◇目録構成（総目）からの検索
　　　必要な項目を選んで表示させる方法（經部以下分類部分は類まで検索可能）。
　　　　□　圖版　　　□　刊行の辭　　□　斯波六郎先生　－その人と學問－
　　　　□　斯波六郎博士略歴　　　　　□　凡　例　　　　□　總　目
　　　　□　經　部　　□　史　部　　　□　子　部　　　　□　集　部
　　　　□　叢書部　　□　新學部　　　□　附録國書　　　□　書名索引筆畫檢字　　□　書名索引

　◇書名索引・画数からの検索（現在作業中）
　　　「筆畫檢字」表の画数から、「書名索引」の画数のページへリンクし、更に、「書名索引」から本文

のページへリンクする方法。

　最後に、長きにわたりご指導賜った東京大学東洋文化研究所東洋学文献センターの関係者の方々、困
難な事業を最後まで懇切にご指導賜った本学文学部の富永一登教授には衷心より感謝の意を捧げたい。
　なお、本事業の実務は、吉田、長尾、尾崎、倉田、萱野、宮崎の各館員が担当した。
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〈附属図書館ホームページ新着情報〉
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　中央図書館では、旧制広島文理科大学時代からの「博士論文」を保存し、ご利用いただいてきました
が、これまでは検索手段が冊子体の目録のみでご不便をおかけしておりました。
　今回、検索環境の改善を目指し、本学で授与された５，５００件あまりの博士論文の一覧をホームページに
公開することにしました。

［内　訳］
　●広島文理科大学（旧制）中央図書館に保存されている 207 件
　●広島大学課程博士（甲）第１号（1959.03.24 授与）～第２０６６号（1999.03.25 授与）
　●広島大学論文博士（乙）第１号（1961.02.27 授与）～第３２１９号（1999.03.21 授与）

［データ内容］
　学位取得者名、学位取得者ヨミ、論文題目、学位の種類、学位授与番号、学位授与年月日、冊数外
　＊論文そのものは収録されていません。

［検索方法］
以下をクリックして下さい。
　ホームページメイン画面の「リストあれこれ」（図１）－〉　 「リストあれこれ・広島大学学位論文一
覧」（図２）－〉「Doctoral Thesis 広島大学学位論文一覧」（図３）の画面で、「旧制」「課程博士」「論文博士」
のいずれかをクリックして下さい。

�������

（図　１）

ここをクリック
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（図　２）

（図　３）

ここをクリック

いずれかを
クリック
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文字列検索は、ブラウザの検索機能を使用して下さい。
下記は、Internet Explorer 4.0 の例です

〈「課程博士」の一覧表示例〉

「編集」をクリック
して、「このページの
検索」を選ぶ

表示は「学位授与番
号」順です
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「原田」で検索してみましょう

本学学長「原田康夫」氏の学位論文
にカーソルが移動

「原田」と入力して
「Enter」キーを押す
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　「森戸文庫」は、本学初代学長森戸辰男氏から寄贈された図書と文書からなるコレクションであり、
中央図書館に保管されています。文書に関しては、本リエゾン vol.２４ no.３/ ４（Mar. １９９９）でも、既に
画像データベース化が完了し公開したことをお知らせしました。
　図書資料についてもデータベース化を進めてきましたが、このたび終了し既にOPAC（オンライン蔵
書検索サービス）での検索が可能となっています。
　今回その図書データを図書館ホームページに公開したのは、コレクションとしての一覧を検索する便
を考慮したものです。もちろんこのサイトからOPAC検索も可能です。
　なお、森戸辰男氏および「森戸文庫」の詳細については、ホームページの『電子図書館』に収録され
ている「森戸辰男関係文書解題」（総合科学部　小池聖一ほか執筆）をご覧下さい。

［内　訳］
　　●和書：　３，５４０冊
　　●洋書：　３，４０３冊

［データ内容］
　　連番、請求記号、資料番号、書名、著者名、巻次、版次、出版事項、シリーズ名等、頁数等、注記、
資料配置

［検索方法］
　　以下をクリックして下さい。
　　　１）ホームページメイン画面の「リストあれこれ」（図１）－〉「リストあれこれ・森戸文庫蔵書目

録」（図２）
　　　２）または、ホームページ画面の「電子図書館・森戸文庫」（図１）－〉「森戸文庫・森戸文庫蔵書

目録」をクリックする
　　　３）「広島大学附属図書館　森戸文庫蔵書目録」画面で「和書」、「洋書」「OPAC　検索」のいずれ

かをクリックして下さい。

文字列検索は、ブラウザの「編集」をクリックして「このページの検索」で行って下さい。

����

　「広島大学学位論文一覧」と「森戸文庫蔵書目録」のホームページ化について紹介してきました。
　今後の予定としては、学位論文は論文原本が図書館に搬入された時点で、データの更新を行います。
　なお、いずれも冊子体のリストを各図書館のサービスカウンターに備えておりますので、併せてご利
用下さい。
　これからの研究・教育に役立てていただければ幸いです。お気づきの点等は下記にメールをお願い致
します。

　　　　洋書目録情報係　t-jkanri-yosyo@bur.hiroshima-u.ac.jp
　　　　　　　　　　　　（内線：６２０８）

（洋書目録情報係　増元　弘信）



平成１１年度附属図書館主要行事等報告

行事等
１１．４．９，１２  平成１１年度図書館ガイダンス実施（２６５９名）
１１．４．１９-２３  学校教育学部美術科制作展（中央図書館展示コーナー）
１１．５．７  西図書館情報教育研究センター端末コーナー開設
１１．５．１０  西図書館外国語教育研究センター第２自習室オープン
１１．４．１６-５．１２  平成１１年度教養ゼミ「図書館利用案内」実施（１３００名）
１１．７．２７  学術情報センター新ＣＡＴ／ＩＬＬシステム説明会（東千田校舎）
１１．８．３０-３１  ＩＬＬシステム地域講習会（中央図書館）
１１．９．１-３  目録システム地域講習会（中央図書館）
１１．１０．１  校費による文献複写にプリペイドカード方式を採用
１１．１０-１１  電子システム及び二次情報データベースの無料トライアル参加（中国四国地区国立大学）
１１．１１．４～１２  広島大学５０周年記念事業企画展「森戸辰男とその時代」（中央図書館展示コーナー）
１１．１１．７  ウオークラリー図書館（中央図書館一般公開）
１１．１１．１７  学術雑誌総合目録和文編２０００年版学内調査
１１．１１．１８  電子ジャーナル利用説明会（東広島地区）
１１．１１．１９  電子ジャーナル利用説明会（霞地区）

会議等（学内）
　・附属図書館運営委員会　１９７（１１．５．１１）／１９８（１１．７．６）／１９９（１１．１１．３０）／２００（１２．１．２５）／２０１（１２．３．２２）
　・医学分館運営委員会　　１（１１．６．１５）／２（１２．２．２２）
　・図書館電子情報化専門委員会　１０（１１．１０．２６）
　・人文・社会科学特別図書選定委員会　１（１１．５．１１）
　・自然科学特別図書選定委員会　　　　　１（１１．５．１１）
　・分野別図書館資料選定委員会委員長会議　１（１２．３．８）

会議等（学外）
１１．４．２７  第４７回中国四国地区大学図書館協議会総会（山口大学）
１１．４．２８  第２６回国立大学図書館協議会中国四国地区協議会（山口大学）
１１．５．２０-２１  第７０回日本医学図書館協会総会（福岡大学）
１１．５．２５  国立大学附属図書館事務部課長会議（東京医科歯科大学）
１１．５．２６  国立大学図書館協議会賞受賞者選考委員会（東京大学）
  国立大学図書館協議会海外派遣者選考委員会（東京大学）
１１．５．２７  国立大学図書館協議会公開事業実施委員会（東京大学）
  国立大学図書館協議会理事会（東京大学）
１１．６．２３-２４  第４６回国立大学図書館協議会総会（東北大学）
１１．６．１６  広島県大学図書館協議会総会（広島女子大学）
１１．７．３０  中国四国地区国立大学図書館協議会地域共同サーバー検討ＷＧ（広島大学）
１１．９．８-９  遡及入力事業の進め方に関するワークショップ（軽井沢市）
１１．１０．２１-２２  第３５回日本医学図書館協会中国四国部会総会（愛媛大学）
１１．１１．１６  ＩＳＩシンポジウム（大阪市）
１１．１１．２６  国立大学図書館協議会賞受賞者選考委員会（名古屋大学）
  国立大学図書館協議会理事会（名古屋大学）
１１．１２．２  中国四国地区国立大学附属図書館に関する文部省ヒヤリング（広島大学）
１１．１２．３  中国四国地区国立大学附属図書館事務部課長会議（広島大学）
１２．１．２０  平成１１年度国立大学附属図書館事務部長会議（群馬大学）
１２．１．１３-１４  第３回中国地区単身赴任者生活管理研究会（広島合同庁舎）
１２．１．２７  北海道大学附属図書館講演会（北海道大学）
１２．３．１７  大学図書館情報化担当者会議（学術情報センター）

研修等
１１．４．６-９  平成１１年度中国地区新採用職員研修（広島合同庁舎）
１１．５．１２-１４  平成１１年度広島大学初任者研修（国立江田島青年の家）
１１．６．１４-１６  平成１１年度広島大学中堅職員研修（国立江田島青年の家）
１１．７．１２-３１  平成１１年度大学図書館職員長期研修（文部省）
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１１．９．１４  広島県大学図書館協議会平成１１年度第１回研修会（広島経済大学）
１１．９．２０-１０．８  平成１１年度第１回総合目録データベース実務研修（学術情報センター）
１１．１０．７-８  国立大学図書館協議会中国四国地区協議会実務者会議（鳴門教育大学）
１１．１０．７  広島県大学図書館協議会平成１１年度第２回研修会（福山大学）
１１．１０．２１-２２  第３５回日本医学図書館協会中国四国地区部会総会（愛媛大学）
１１．１０．２０-２２  第４０回中国四国地区大学図書館研究集会（鳥取大学）
１１．１１．１１  学術雑誌総合目録和文編２０００年版データ作成説明会（大阪市）
１１．１１．１７-１８  第１２回国立大学図書館協議会シンポジウム（岡山大学）
１２．１．２３-３１  情報の電子化及び電子図書館運用に関する諸問題の調査（ＵＣＬＡ他）
１２．２．１５-１７  第５回中国地区主任研修（広島合同庁舎）
１２．２．２９  附属図書館館内研修会（中央図書館）
１２．３．６-  学術情報センター目録システム地域講習会担当者連絡会議（学術情報センター）
１２．３．９  図書館システムに関する打ち合わせ（核融合研究所）
１２．３．９-１０  平成１１年度教養的教育の全学研修会（グリーンピア安浦）
１２．３．２４  マルチメディア著作権に関するフォーラム（国立民族学博物館）

刊行物
　・広島大学斯波文庫漢籍目録　平成１２年３月
　・附属図書館利用案内　１９９９
　・医学分館利用案内　１９９９
　・GUIDES FOR USERS　１９９９
　・リエゾン（附属図書館報）　２５（１-４）

見学者等（来訪順）
　・北海道大学・九州工業大学・京都大学・九州大学・東京大学・大阪教育大学・埼玉大学
　・岡崎国立共同研究機構・名古屋大学・鳥取大学・一橋大学・筑波大学・富山大学・鹿児島大学
　・信州大学・農林水産省農業研究センター・木田宏氏（元文部相事務次官）・森戸冨仁子氏（故森戸辰
男夫人）・東広島市「施設見学バス」４０名・フランク・グリフィス氏（リーズ・メトロポリタン大学副
学長）・フルブライトプログラム米国教員２０名・銀河学院中高等学校３０名
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計利用指導事項調査文献所在
６，７６９２，９４０６８４３，１４５中央図書館
５，１８０２，５９０５１８２，０７２東 図 書 館
５，２３４１，６７７１００３，４５７西 図 書 館
４，８９０１，４７９４６８２，９４３医 学 分 館
５２６１８７５３４４東千田分室

２２，５９９８，８７３１，７７５１１，９６１合計

６．参考業務統計

平成１１年度図書館統計 （平成１２年３月３１日現在）

３．入館者数 ４．貸出冊数
計学外者教職員学生入館者数
９２，２３３８２９６，０５０８５，３５４中央図書館３８４，９５０中央図書館
３２，９８１９３１，６１７３１，２７１東 図 書 館１０１，６３５東 図 書 館
４２，３１４１９９２，１６５３９，９５０西 図 書 館２７３，３１２西 図 書 館
２０，７５８２９４３，５４８１６，９１６医 学 分 館１５６，７１７医 学 分 館
３，１０２１５６１４４２，８０２東千田分室３２，９７４東千田分室
１９１，３８８１，５７１１３，５２４１７６，２９３９４９，５８８合計

５．文献複写及び現物貸借
現物　貸借（件）文献　複写（件）

借受貸出依頼受付
１，１２６７８０７，９７２６，５８５中央図書館
８３１２２３，７０６４，２０７東 図 書 館
４０５５０４２，３５８３，４５７西 図 書 館
２０２３６９，１３３９，１７１医 学 分 館
２５０１２１１２６２４東千田分室

２，０６６１，５６３２３，２９５２３，４４４合計

１．蔵書統計
蔵　　　　　　　　　　　　　　　書

雑誌（種類数）図書（冊数）
計洋雑誌和雑誌計洋書和漢書
２８，０９８１２，７９２１５，３０６１，８９１，９８４７３７，２６４１，１５４，７２０中央図書館
８，７６２４，５２９４，２３３３１６，４１６１４３，８５５１７２，５６１東 図 書 館
４，２３５２，９３８１，２９７５２５，３９９２３４，２４７２９１，１５２西 図 書 館
８，４３９４，５２１３，９１８１９７，４３７１０１，８５５９５，５８２医 学 分 館
１０９０１０９１５，９６０７１１５，８８９東千田分室

４９，６４３２４，７８０２４，８６３２，９４７，１９６１，２１７，２９２１，７２９，９０４合 計

２．年間受入数
蔵　　　　　　　　　　　　　　　書

雑誌（種類数）図書（冊数）
計洋雑誌和雑誌計洋書和漢書
１０，８６８４，０４２６，８２６３３，５２３１１，２１８２２，３０５中央図書館
３，４３７１，３７６２，０６１５，２７８３，０７１２，２０７東 図 書 館
１，３３２７７３５５９８，９１３３，８６５５，０４８西 図 書 館
２，２１１９３２１，２７９４，６４２２，４５０２，１９２医 学 分 館
７７０７７６４９１６４８東千田分室

１７，９２５７，１２３１０，８０２５３，００５２０，６０５３２，４００合 計

リエゾン　Vol.２５　No３／４（Mar. ２０００）の p. １１の図に誤りがありました。お詫びして、下記のとおり訂正します。
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★新入生を対象として図書館ガイダンスを実施
　４月１０日、１１日新入生を対象に図書館ガイダ
ンスを実施した。ビデオで図書館の利用方法を
説明し、同時に利用者登録を行った。２４８４名の
参加があり、９６．５％の出席率となった。

★教養ゼミの一こまとして図書館利用案内を開催
　広島大学では、入学後の早い段階で、知的活
動への動機づけを高め、科学的な思考法と適切
な自己表現能力を育てることを目標とした教養
的教育教養ゼミという授業 (１年生前期２単
位、必修科目 )を、本年度各学部で都合２３８開設
した。附属図書館では各担当教官から依頼をう
けて、それぞれの１コマに「図書館利用案内」
を実施した。四月から六月にかけて、２８コマ分、
新入生のほぼ７割の千七百人が受講した。
　図書館のライブラリホールを使い、OPACの
使い方、検索エンジンの紹介などをスライドを
使って説明した。併せて図書館ツアーも行い、
新入生は大学図書館の利用について学んだ。

★二人の学士院賞受賞者ゆかりの書物展
　広島大学はこれまで五人の学士院賞受賞者を
出している。自然科学分野における、金属結晶
研究の藤原武夫、カエル研究の川村智治郎、社
会科学の分野における、中国社会構造研究の今
堀誠二、そして人文学分野における、連歌文学
研究の金子金治郎、角筆文献研究の小林芳規が

それである。小林芳規は恩賜賞を併せて受賞し
ている。
　図書館では、学術研究における金子、小林両
氏の業績を顕彰し、広島大学の教育と研究をさ
らに発展させる目的で、６月１４日～６月２０日の
間中央図書館玄関ロビーにて、両氏ゆかりの書
物を一カ所に集め、広く学生、教職員、その他
一般社会人の方々にご覧いただいた。

★東千田分室、新館オープン
　東千田分室が，東千田キャンパス新総合校舎
1階に移転し，７月１日（土）よりオープンした。
面積 が 464㎡、閲覧座席数 が 78 席の設備であ
る。図書 17000 冊 , 雑誌 80 種類が利用できる。

★社会教育施設実習コースの実習生４名を受け入れ
　８月１日～８月７日の間、教育学部教育実習
IID( 社会教育施設実習コース )の実習生４名を
受け入れて附属図書館での教育実習を実施し
た。実習生は３年次生が対象となっており、図
書館で作成したカリキュラム (図書館の各業務
の概要、館内業務の実習、電子図書館の展開講
義等 )に沿って実習が行われた。利用者サイド
からみた図書館のイメージが今回の実習で図書
館サービスを支えている見えない部分の業務を
体験して非常によかったとの実習生の感想で
あった。この実習は来年度で終わる。
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編 集 後 記
　コンビニに花火が出ると夏がくる。
　６月の飲み会に１人が花火を持ってきて「さあやろう」と広島の町中を歩き回りましたが、なか
なかいい場所がありません。少しはずれた小さな公園で一本ずつ手に持ってみたものの、火花が散っ
た先にはなんと地面に寝ている人が。「またやろう」と、一時預かりとなりました。
　そのメンバーと会う度に話題になるのはそれのこと。かといって、また町へ出てもたぶん適当な
場所はない。とうとう、自宅マンションのそばの児童公園で花火パーティーを企画することに。７
月８月は旅行に行ったり帰省したりと案外集まるのが難しかったけど、予定を繰り合わせ、お盆が
終わった後の週末に決まりました。
　当日、１０人を越す人数と花火もたくさん集まりました。住宅そばの公園ですから打ち上げ花火は
ないのですが、滑り台からぶら下げて火花とともにぐるぐる回るもの、煙を噴きながらぐにょ～と
伸びていく蛇ダマ、地面において噴水のように火花を吹き上げる三角の派手なヤツ、振り回す人、
投げる人、みんな大人のはずなのに、うちわ片手に大騒ぎです。最後は懐かしい線香花火を分け合っ
て輪になって静かに終わりました。
　「もうすぐ夏も終わるね」「今年は暑かったね」「また遊ぼうね」「お疲れさま」
　リエゾンの新しい号が出る頃は、お月見団子もすぎてコンビニには栗のお菓子がたくさん出るで
しょう。箱のような家に住み、建物の中だけで仕事をし、買い物は夜のスーパーで済ませる暮らし
でも、季節は移り変わり、新しい出会いや別れがあって、私たちの日々は巡ります。大人になって
忙しいけれど、普通の毎日を大切にしたい、できるだけたくさんの小さな楽しい思い出で人生をいっ
ぱいにしたいと思います。
　また来年も仲間と花火ができますように。皆さんも一緒にいかがですか？（しょ）


